
～東日本大震災の経験を踏まえて～
 

令和６年能登半島地震から２年、東日本大震災から 1５年が経とうとしており、南海トラフ

巨大地震の発生確率の見直しも行われています。今後、発生が懸念されている南海トラフを

震源域とする巨大地震から、一人でも多くの命を守り、地域を守るために私たちがなすべき

ことは何か、本講演を機会に考えてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加申込 ＊参加申込は令和８年 1月１５日（木）午後５時まで（電話受付可） 

参加費：無料 

日  時  

午前 10時０0分～1１時３0分 

（午前９時３0分より受付） 

場  所  忠岡町ふれあいホール 

講  師  防災意識向上プロジェクト 語り部 

井上 達彦 （いのうえ たつひこ） 氏 

【プロフィール】 

石巻市防災士協議会 会長（2019年５月～）東日本大震災で自宅が浸水し、間一髪で命を落としかね
ない経験をしたことから、物心両面の備えの重要性を痛感した。震災後は町内会再建に携わり、2年間の
活動を経て自主防災組織の立ち上げを主導し、防災士資格を取得。役員退任後は、防災士が個人で活動で
きる場の少なさを受け、石巻市と 3年間協議を重ね、令和元年 5月に県内初となる市町村単位の防災士
協議会を設立し、現在 132名を擁する会長として活動している。 

主 催 忠岡町  協 賛 忠岡町防火協力会、忠岡町社会福祉協議会 

問い合わせ  忠岡町町長公室自治防災課 ℡ 0725-22-1122（内線 1４１） 


